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航空英語教育 ・EGPを 内包 したESPへ の模索

スピーキング能力向上への手掛か りを求めて

大加茂 巧

抄録

日本 の航空管制官候補者を対象 とした航空英語がESP(特 定 目的のための英語)教 育の文脈にお

いて、どのような位置づ けになるのかをまずは論 じた。航空英語の立ち位置やニーズ分析 を模索する

ことによって、ESP実 践 者はより良い授業 デザインを促進できる。

次に、英語スピーキ ング能力改善授業の取 り組みを概観 した後、スピーキ ング能力向上へのさらな

る手掛か りを探 った。2008年 に導入された航空英語能力証明では、ESPだ けではな く、EGP(一 般

的な英語)の 運用能力 も評価 される。受験 しなければな らない管制官候補者 にとって、EGPの ス ピー

キング能力 は最大の弱点 といえる。この分野で英語教師が貢献す るためには、スピーキ ング能力向上

を妨げている学習者要因や他の変数 を分析することが重要である。統計的データを伴 う授業スタイル

の刷新ではな く、学習者の自律性(オ ー トノミー)を 推進することこそ、学習者の英語 コミュニケー

ション能力 を向上させる重要な鍵 となる。
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The Teaching of Aviation English: In Search of ESP with EGP's Involvement 
   —Seeking for Clues to Help Develop English Speaking Proficiency—
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Abstract 
 The first aim of this paper is to discuss how the type of Aviation English designed for ACT 

(air traffic controller) trainees in Japan should be characterized in the context of ESP (English 
for Specific Purposes) education. Through searching for its identity and need analysis, ESP practi-

tioners are expected to facilitate their lesson design in a better way. 
 Secondly, this paper investigates clues leading to some breakthrough for improvement in English 

speaking skill after giving an overview of various speaking class reports. It is because not only 
ESP, but also EGP  ( English for General  Purposes) proficiency has become an integral part of 
assessment for ATC trainees since the introduction of Aviation English Proficiency Test in 2008. 
Facing this challenge, ATC trainees are required to develop plain English speaking skill that is 
said to be their biggest weakness. 

 In order for teachers to help their students in this field, the author stresses the importance of 
analyzing learner factors and variables which hinder from developing speaking skill. Finally, 

this paper concludes that not innovating teaching styles with statistic data, but promoting learner 
autonomy should be the key factor to help improve learners' communicative competence re-
markably.
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1.は じ め に

本稿 では航空英語能力証 明試験 に対応 しな けれ

ばな らない航空管制 官候補者 に対す る英語教育 の

重要性 と特殊性 を論 じた上 で、ESP(Englishfor

SpecificPurposes特 定 目的のための英語)と して

の航空英語 の位 置付 けを考察 す る。航空英語 能力

証明とはICAO(lnternationalCivilAviationOr-

ganization国 際民間航空機関)の 定めた基準によっ

て国土交通省 が実施 す る国家試験 であ る。

後半 では管制 官候補者 が最 も苦手 とす るス ピー

キ ング能力 の改善 に向 けての手掛 か りを、一般 的

な学習者 が直面 す る課題 と合 わせて探 ることとす

る。航空英語分野 にお ける リスニ ング研 究は存在

す るが、 ス ピーキ ング研 究はあま り事例 がない。

よ って、一般 的な個 々の取 り組みを吟味 しつつ、

管制 官候補者 のス ピーキ ング能力 向上 の糸 口を考

えたい。 彼 らは航空英語 能力証 明試験 で一般 的な

ス ピーキ ング能力 もチ ェ ックされ るか らだ。本稿

を通 して、教授法 的側面 だ けではな く、 学習者要

因や社会 的要 因を深 く理解 し、 自律 的学習者 を多

く養 成す ることこそが喫緊の課題 であ ると指摘 し

たい。 なお、本稿 では操縦士 に対 す る航空英語教

育 については触 れずに、管制 官候補者 に対す る英

語教育 を中心 に論 じるが、一・般 学習者 に も共通 す

る課題 を扱 う。

2.航 空英語の問題意識 と先行研究

2.1問 題意識

筆者 も携わっている管制官養成の英語教育は教

養英語(英 会話、英文法 も含めて)、 一般 的な航

空英語(航 空機、管制概論、ICAO論 、航空気象、

航空医学、航空機事故、空港施設、エンジン、基

礎的航空工学等 も含めて)、 そ して特殊性の強い

業務英語(管 制業務英語)の3本 立てである。高

卒程度の人事院による航空保安大学校学生採用試

験に合格 した入学生は国家公務員の身分を持った

学生 として、2年 間訓練 と研修を受 ける。大卒以

上対象の管制官採用試験を受 けて合格すれば、研

修期間は1年 となる。

高い倍率を突破 して、航空保安大学校 に入学、

入寮 して くる彼 らは概 して優秀である。一般教養

科 目、英語科目、空間認識知能能力検査、 口述試

験などを経て入学 し、航空法規、 レーダー航法、

無線工学、電気回路、航空気象、航空機概論、飛

行場管制実技などさまざまな研修を受ける。なか

でも英語は重点科目になってお り、教養英語、航
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空英語、業務英語等 を学習 す る時間は多 い。

基本 的な英文法理解、 リスニ ング能力 の分野 は

個人差 があ るに して も、授業 を重ね るにつれて伸

びを示 す。 しか し、 ス ピーキ ング能力 と リーデ ィ

ング能力 は概 して伸 びな い(1)。リー デ ィングや ラ

イテ ィング能力 は将来従事 す る航空管制業務 では

あま り要求 されないので、仕方がない側面 もある。

だが、ス ピー キングとリスニ ング技能は将来 のニー

ズ分析 を考 え ると航空英語 の中核 をなす分野 であ

る。 後 述す るが、 他 のESPと は違 って、 航空英

語 はス ピーキ ングと リスニ ングがすべてであ る。

学習 の成果 を測 るテステ ィングが望 まれ るが、

航空英語 に特化 したOra1(口 語表現)面 を客観的

に測 る信頼性 のあ るテス トが存在 しない現状 があ

る。既存のTOEIC⑪ や英検 などであ る程度 リスニ

ング分野 の伸長 を測 ることが出来 るとして も、航

空分野 も含 めたス ピーキ ング能力 の測定は難 しい。

TOEIC⑪S/Wな どのス ピーキ ングテス トが存

在 す るが、航空分野 に特 化 した ものではない。 リ

スニ ング能力 の伸 びに悩 んでい る学生 は ほとん ど

いない。 ただ、 ス ピーキ ング能力 の上達 について

深刻 に悩 んでい る学生 は航空管制官候補者 の中 に

は多 い(2)。オ ーデ ィオ教 材 やCALL(computer-

aidedlanguagelearning)、 そ して対面授業 のダ

イ レク ト・メ ソ ッ ドでス ピーキ ング訓練 を してい

るが、 ほとん どの学生 はス ピーキ ング分野 のみあ

ま り上達 が見 られない。

学生 と話 し合 い、またア ンケー トを重 ねた結果、

ス ピーキ ング技能 は他 の3つ の分野(リ スニ ング、

リーデ ィング、 ライテ ィング)と は根本 的 にその

技能 の構成 や性質 が違 ってお り、教育 メソ ッ ドや

教材以外 の外部要 因が向上 を妨げてい るのではな

いか とい う仮説 的な考 えに至 った。4技 能統合 に

お けるスピーキ ング能力 の開発(3)とい う考 えが存

在 す る し、 ス ピーキ ング能力 は独立 した ものでは

な く、特 に リスニ ングを中心 と してその他 の技能

領域 すべてに関連性 を持 ってい るとい う概念 も根

強い。 しか し、本稿 ではス ピーキ ング能力 は他 の

3つ の技能 とは違 う特殊性があるという切 り口で

考察を試みたい。

2.2先 行研究

高校卒業以上の高等教育(大 学教育を中心 とし

た)の 現場における英語スピーキング能力向上に

関する一般的論文、授業実践報告、臨床統計的研

究は数多い。それらは授業デザインの発展や工夫

に大 きく寄与 してきた。ただ、かなり特殊な、そ

して被験者の数やデータも限定的な航空英語教育

のスピーキング能力向上をテーマにした研究や論

文は極めて少ない。ただ、 リスニング研究に関す

る論文はい くつか存在する。

新田他(2008)(4)が 航空管制の英語 リスニング研

究のため実際の管制英語の発話速度を計測 し、 日

本人の聴き落 とし率 と発話速度の関係を調査 した。

加藤(2009)(5)は 管制官候補者の学生を被験者 と

して、 シャ ドウイング訓練が リスニング能力に及

ぼす効果を実証 した。 ただ、 リスニ ングの評価

ツールがTOEIC⑪ のPartllの みであったので、航

空英語に特化 した国土交通省の航空英語能力証明

試験 におけるリスニング問題 に対するシャ ドウイ

ングの効果は不明である。横山、縄田(2004)(6)も

航空人学校の学生から実験群 と統制群を選定 し、

CALL自 学システムを利用 したシャドウイング効

果が リスニング能力を向上 させる上で、 どのよう

な影響を与えたかについて研究 した。 しか し、下

位 グループを除いては、大 きな成果は認められな

かった。

スピーキング能力向上(航 空英語分野)に 関す

る研究や論文 はほとんど見当たらないが、吉田他

(2005)(2006)(7)の 研究は特筆すべきものである。

国土交通省がICAO基 準の要件を満たす航空英語

能力試験(リ スニング分野 とスピーキング分野の

みから成 る)を 開発する際の委託研究で、吉田他

は航空従事者のスピーキング能力向上に役立つ評

価 目標や出題内容の基礎を作 った。 この委託研究

が発展 して、現在の航空英語能力証明試験に収敏
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したわ けで、今後 の候補者 がス ピーキ ング能力 向

上 を 目指す上 で、 それな りの 目標設定 と示 唆を含

んでい る。

一方
、Cookson,Kelly(2012)(8)はJCAB(Ja-

panCivilAviationBureau国 土 交 通省 航 空 局)

実施 の航空英語能力証 明試験 のス ピーキ ング部 門

に特化 した試験対策教本 を国内で初めて考案 した。

ACTFL(AmericanCouncilontheTeachingof

ForeignLanguages全 米外国語教育協会)が 開発

したOPI(OralProficiencylnterview)に 基 づ

いて作成 した実践 的ス ピーキ ング対策 の 自習教材

であ る。

3.ESPと しての航空英語 とその特徴

3.1ESPを め ぐる航空英語 の位置 づけ

航 空英語 教育 で はEGP(EnglishforGeneral

Purposes一 般 的な英語)の 視点 で はな く、ESP

(特 定 目的のた めの英 語)と い う位 置づ けで、 教

育 ・研修 がスター トす る。ESPと いって も分 野 に

よ って濃 淡 が あ る。 限 りな くEGPに 近 いESP

と、 かな りEGPか らはか け離れて いるESPだ 。

近年、ESPと いう概念や定義 に基づ いて、各専 門

分野 にお ける英語教材 開発 や授業 デザイ ンの構築

が盛 ん にな りつつあ る(9)。

航空英語 はまさにESP(特 にス ピーキ ング分野

と リスニ ング分野)の 代 表格 の1つ であ ると言 え

る。 なぜな ら、航空英語 は非 常に特殊 な英語 であ

り、 操縦士 や管制官 の協力 がなければ、言語教育

を 中心 と した英語教 員 では到 底扱 えな いESPだ

か らであ る。ESP色 が非常に強 い反面、逆 にEGP

の コ ミュニケー シ ョン能力 が反 比例 的 に伸 びない

のではないか と感 じてい る。実 際、ESP色 があ ま

りに も強い と、EGPの コ ミュニケー シ ョン能力の

伸 びを抑 制す るのではないか と危惧 す る。 これは

今後 の航空英語教育 に とって大 きな問題 であ る。

その理 由は、EGP能 力 も要求す る航空英語能力証

明試験 の存在 があ るか らだ。

従 来は、一般 的な英語 か ら隔離 された業務英語

(Phraseology)の みの運用で事足 りた。 しか し、

2008年3月 以 降、ICAOが 全世 界の操縦士 と管 制

官 に一定水 準の語 学要件 を求めた。 重要 なポイ ン

トは不 測の事 態や緊急事 態(業 務英語 でカバー出

来 ない事 態)を 想定 して、一・般 的な英語 の コ ミュ

ニケー シ ョン能 力 もあ ることを証 明 しな ければな

らない とい う点であ る。

業務英語 のチ ェ ックだ けな ら問題 はないだ ろう

が、一般的英語(PlainEnglish)の コ ミュニケー

シ ョン能力 も問われ ることが合 格す る上 で問題 な

ので あ る。EGPの コ ミュニ ケー シ ョンカ はESP

中心 の研修 を受 けて きた管 制官候補者 の泣 き所 に

な って いる。ESPの 能 力 向上 が必 ず しも、EGP

の向上 を 自動的 に促す わけではない(1①とした ら、

その仮説 を実証 す る必 要があ ろう。 そ して、 その

対策 を提言 す る研究 が、今 後、 望 まれ るか も しれ

ない。

【図表1

EGP

ESP

細分化 され るESP分 野】

左脳領 域(英 文法 等、知識)

[右脳領域(音 声、発音等)

ll;L∵;1
＼ESAP

【寺内(2010)のESPの 種類図qDを 参考に筆者が独 自に作成】

深山(2010)⑫ が述 べてい るように、専 門的知識

のない学生にいきなりESP授 業を導入すると、EGP

(一般 的な英語)の 学習 とESPの 学習 とい う二 重

の負担 がかか って しま うだ ろう。まず は、EGPを

終 了後、徐 々に準ESP的 なEGSP(Englishfor

GeneralSpecificPurposes)で 背景知識 を構築 し

なが ら本格 的なEOP(EnglishforOccupational

Purposes)な い しはEAP(EnglishforAcademic

Purposes)に 進むのが理想で はあろう。

ただ、管 制官候補生 の場合、 座学以上 に実習 も
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多 く、膨大 な量 の専 門科 目が控 えてい る。単独 で

まずは、EGPか らスター トす る余裕 もな く、ESP

と並走 しなが らの英語学習 にな る。航空英語 の場

合、上記 の図表で はESP内 のEPP(Englishfor

ProfessionalPurposes)に 該当する。特 に、EPP1

(ス ピー キ ングと リスニ ング に特化 した分野)で

あ るといえ る。EPP2は リーデ ィングや ライテ ィ

ング分野 の使用頻度 が強 い分野 であ る。

ちなみに、EVP(EnglishforVocationa1Pur-

poses)はEPPと 同 じ くEOP(職 業 目的の英語)

の派生 区分 であ り、特殊性 の薄い、一・般 的な職業

向 けの英語 であろ う。寺 内(2010)も 述 べて い る

よ うに、EGAP(EnglishforGeneralAcademic

Purposes一 般 学術 目的の英語)やESAP(English

forSpecificAcademicPurposes特 定学術 目的の

英語)もEAP(学 術 目的 の英語)の 派生 区分 であ

る。 この ように、 一 口にESPと 言 って も、 職種

の特性 に応 じてかな り細分化 してい る。

【図表2航 空保安大学校における英語科目の3重 構造】

教養英語 航空英語 業務英語

EGP ESP色 薄 い ESP色 濃 い

英会話、文法読解、

TOEIC

一般的航空関連の

知識を学ぶ英語

管制業務に特化し
た特殊性の強い英

語

英会話C

英会話S/L

英語B

英語1、II

英語A1

英語A2

業務英語
実用英語

英 語 教 員(外 部 教官)やNativeSpeak-

erが 担 当
専門教員が担当

命がかかっており、英語教員が誤 った業務英語を

教えることは許 されないからである。

このように航空英語教育には専門教員 との連携

やコラボレーションを強固に しても、英語教員が

関与できない分野が存在する。

【航空保安大学校カリキュラムから筆者が作成】

管制官候補者が最 も神経を使い、力を注 ぐのが

業務英語である。それは彼らの将来の職場 におけ

る本命の業務領域であ り、非常にESP色 が強い

EPPで ある。指導する教官はすべて元管制官だっ

た専門教員である。英語分野 とは言え、一般の英

語教員が扱えない特殊な分野だと言える。換言す

れば、管制業務未経験者の英語教員が安易に踏み

入れるべきではない領域である。管制業務 には人

3.2航 空英語 の特殊性

まず、 航空英 語 は他 の分野 のESPと 違 って、

ス ピーキ ング、 リスニ ング能力 を中心 と したOra1

(口頭表現、 音声 聞 き取 り)に 関 わ る特 殊英語 だ

と言 え よう。英語 ではあ るが、 複数 のパイ ロ ッ ト

経験者 に よると、航空英語、特 に業務英語 は英語

であ って も、英語 にあ らず、 あ くまで特殊 な業 界

用語 だ とい う認識 であ る⑬。EGPと は全 く違 う別

物 で あって、 あま りEGPの 能力 とは関係 ない と

い う意 見 も存在 す る。 そ うであ るな らば、 操縦士

や管制官 はICAO基 準 の航空英語能力証明試験 に

お けるPlainEnglish部 門 で大 きな問題 を抱 えて

い ることにな る。

第2に 、航空英語 は無線 を通 じて行われ る英語

によ る交信 であ り、相手 の姿 が見えず、非言語 コ

ミュニケー シ ョンに属 す るコ ミュニケー シ ョン補

助 スキル(顔 の表情 や ジェスチ ャーな ど)が 役立

たない ことであ る。 しか も、雑音 が入 り混 じった

り、発話速度 が 日常英語 よ りも速 くな る。

第3に 、 航 空英 語 で使 われ る用語 はICAOや

JCABに よって規定 されてお り、英 単語 や簡素化

した英語表現 に混 ざって、数字 や コー ド名、計量

法(メ ー トル法 ではない)が 多用 され る。

第4に 航空英語 で聞 き取 る英語 は、必 ず しも英

語母語話者 の ものではな く、 多様 な英語 ア クセ ン

トや発音 を伴 う。 しか も、発話 され る英語 は必 ず

しも正規 の文 型構 造 を保 ってお らず、 短縮 構造

(主語 やbe動 詞が欠落す る)や 単体 の単語 を多用

す る。航空英語独特の語彙 バ ン ドル(1exicalbun-

dle)ω として特有 の コロケー シ ョン(collocation)

や定型句(setphrase)が 多 い。 これ らは航空英

語 のデ ィスコース ・コ ミュニ テ ィー(⑤(discourse
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community)の 中で繰 り返 し出現す る代表例 であ

る。

1.07500rlater,contactGround,121.7.

2.HoldshortofRunway36.

3.TaxiviaVictor,Papa,holdshortPapa3

4.AllNipPon,203,Radarroger.QNH2965

5.Japanair,reducel80knots,clearedfor

ILSZuluRunway34Rapproach

第5に 、航空英語 は客 室乗務員 な どに求め られ

るAirlineEnglish(エ アライ ン英語)と は異な っ

た もので、 エア ライ ン英語 は客室サー ビス業務 や

発券 予約業務、客室保安業務等 で用 い られ るESP

色 が濃 くない英 語 と言 え る。 航 空英語 がEPPな

らば、 エア ライ ン英語 はEVPと 言 える。

第6に 、操縦士、管制 官 とも何 らかの動作(操

縦 かんの操作、レーダー画面 の視認、機影の確認、

距離 や風 速な どの確認 と計算、気象状態 の確認、

総合 的な管制誘導 の先読み判 断など)を しなが ら、

同時進行 で英語 を発話 し、 聞 き取 らな ければな ら

ない。新 田他(2008)の 研究 では航空英語 の現場

にお ける無線通話速度 は、英語母語話者 のナチ ュ

ラ ッル速度 よ りも2割 ほど速 い ことが確認 されて

い る。 このよ うに異 常 に速い英語 を、他 の作業 を

しなが ら、 聞 き取 り、対応 しなければな らない。

最 後 に、 航空英語 はESPで はあるが、ESPが

抱 え る矛盾 点を内包 してい るように思 え る。 これ

は授 業ス タイルで近年人気が あるContent-based

learning⑯ が抱え る問題点 で もある。 す なわ ち、

ESP教 育 のみを深化 させ て も、十分 なEGPの 基

礎 トレーニ ングがなければ、必 ず しも一・般英語 の

運用能力(コ ミュニケー シ ョンカ)は 伸 びない傾

向が あるか も しれない とい う懸念 で あ る。(こ れ

は完全 に実証 されてい るわ けではな く、今後 の研

究が待 たれ る。)航 空英語 分野 だ けで はな く、 他

の分野 において も、提供 され るEGPとESPの 整

合性 や学習 比率 な どの課題 があ るはずだ。

4.航 空管制 官養成 に関わる英 語教 育に求 め られ

もの

4.1ニ ーズ調査 と教材 の充実

ESP教 育 をスター トさせ る場 合、以下の流れに

沿 って実践 され るとい うのが定説で ある。まずは、

ニーズ調査→ カ リキ ュラムの確認→ シラバスの作

成→教 材開発又 は既存 の教 材選 択 とい う流 れであ

る。 最 初 の ニーズ調 査 が航 空 英 語、 特 にPlain

English(一 ・般 的表現 の英語)分 野 の場合、 非 常

に欠落 して いる。 ニ ーズ分析 はMunby(1978)

の理論⑰に よれば、学習者 が将 来 どのよ うな 目的

や状況 で外 国語 を使 うようにな るのかを予測 し、

考慮 に入 れて、 準備 しな ければな らない とい うこ

とだが、現役 の管制官か らの聞き取 りア ンケー ト、

フィー ドバ ックを強固にして、的確かつ最新のニー

ズ調査 が必 要だ。今後 の管 制官養成 に関わ る英語

教育 の充実 にとって、非常 に人切な土台 と言え る。

なぜ な ら、 一般 の大学 ではESP授 業 を受 けてい

るすべての学生 が、必 ずニーズ調査 を行 ったデ ィ

ス コース ・コ ミュニテ ィー(特 定の用語 を使用 す

る特定 の業界)に 入 ってい くことはあ り得な いが、

管 制 官候補 者 は ほぼ100%デ ィス コース ・コ ミュ

ニテ ィー に属 す るか らだ。

加 えて教材 の問題 が横 たわ る。 深山他(2009)

の研究18)によると2009年10月 の時点で、271冊 のESP

市販教材 が存在 す るら しい。 しか し、航空英語 の

場 合、(特 に管制 官候補者 を対象 と場合)市 場 規

模 が極端 に小 さ く、国内で適切な市販教材が開発 ・

販売 され るとは考 え に くい。外 国の出版社 のテキ

ス トが何点か存在す るが、それ らも利用 しなが ら、

オ リジナル教材 を英語 教員 と専 門教 員が連携 して

生 み出す ことを期待 したい。一 度限 りではな く、

改 訂を重ねつつ、定期 的 に手 を入 れなければな ら

ない。

4.2ESPに おける新 たなEGPの 位 置づけ

一般 的な英語 学習 の範囲では管制業務 に必要 な

英語力(ESP)を 習得 で きず、 さ りとて、特定 目
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的の英語(ESPま たは深化 したEOP派 生 区分 の

EPP)の みで は、ICAOが 要 求 してい る一・般英語

(PlainEnglish,EGP)の コ ミュニ ケーシ ョン能

力 は身 に付かないか もしれない という課題が ある。

業務英語(ESP色 が強い専 門航空英語)や 航空英

語(ESP色 が弱い一般航空英語)を 習得 す ること

は最優先で はあ るが、EGP分 野 におけるス ピーキ

ング分野 の習得 も必須 だ。EGPはESP学 習 をす

る前 の前座 的位置 づ けで はな く、ESPと 並行 し

て、連続 的に学習 す る位 置づ けが求 め られ る。

ESP学 習 は専門用語 中心で、念入 りに学んでい

る専 門科 目の内容 か ら推察 しやすい。慣 れれば比

較 的短期 間で成 果を上 げ られ る可能性 があ る。 そ

れ と比べて、EGP学 習 はここまで とい う区切 りが

な く、 言語 学 的要素、 音 声 学 的要 素、 異文 化 コ

ミュニケー シ ョン的要素、第二言語習得論 的要素

(臨 界期 な ど)な どが相 ま って、 ス ピーキ ング能

力 な どはそれ ほど短期 間で伸 び るものではない。

しか し、管制官候補者 は航空保安大 学校卒業 後、

必 ず受験 し、合格 しな ければな らない航空英語能

力証 明試験 に含 まれ るEGP分 野 に対応 しなけれ

ばな らない。

そのためには、今後展 開 され る航空管 制業務 と

その周辺業務を視野に入れて、そのデ ィスコース ・

コ ミュニ テ ィーで も語 られ る可能 性 が高 いEGP

的表現 のニーズ分析や ジ ャンル分析⑲を実施 す る

必 要が ある。 特 にEGP分 野の ス ピーキ ング能力

を高 め るため に、対面授業 ばか りではな く、受講

生個 人の 自律性⑳と個別化学習意欲 を高 め るため

の装 置が必要 だ。

た とえば、小 規模 であ って も、 自己主導型 の英

語学習(Self-directedlearning)に 特化 した トレー

ニ ング ・スペースだ。 そ こでは常時、電話 やイ ン

ターネ ッ トを通 してVersant⑫1)やG-TELP⑳ な ど

のス ピーキ ングテス トにア クセスでき、 常駐 す る

音声 ・学習 ア ドバイザーな どによ って、航空英語

の 文 脈 の即 応 した対 面 式 模 擬SST(Speaking

StandardTest)㈱ な どを何 回も体験できる空間だ。

学生 はそ こでの評価 や学習 ア ドバイスを受 けなが

ら、教 師任 せではない、 自律型 学習者 と して、 自

分 自身 の進捗 を省察 し、 自分 の学習 プロセスを コ

ン トロールす ることが期待 され る。

5.ICAOLevel4と 航 空英語能 力証 明

5.11CAOLevel4と は何 か

IcAo基 準 とい ってもToElc⑪ 、ToEFLiBT⑪ 、

IELTS⑪ の ような国際的同一・内容 の試験 ではない。

ICAOが 作成す るのではな く、 加盟 各国がそれぞ

れの国内事情 も考慮 しなが ら開発 ・作成 してい る

のであ る。 しか し、 どの加盟 国作成 の試験 であ っ

て も以下のICAO評 価基準 はス ピーキ ング試験の

場合、含 まれていな ければな らない。

1)発 音(pronunciation)

2)文 構造(structure)

3)語 彙(vocabulary)

4)流 暢 さ(fluency)

5)理 解力(comprehension)

6)対 応 力 ・会話力(interaction)

以上 の能力を評価者 が6段 階の レベルで判定す る。

上記 の6項 目においてすべてがLevel4(業 務 レ

ベル)以 上 でな ければ、合格 とはな らず、業務 に

は就 けない仕 組みだ。1項 目で も評 価が3以 下 だ

と再 受験 にな る。ICAO基 準 につ い て は大 加 茂

(2011)⑳ が詳 しく紹介 してい る。

5.2航 空英語能力証明の概要

ICAOの 要請 と国際民間航空条約第1付 属書の

改訂(2003)を 受けて、国土交通省は航空法の1

部を改正 し、2006年 、 「航空英語能力証明制度」

を導入するための法整備を行った。この改正によっ

て、操縦士 と管制官は2008年3月 以降、 この英語

能力試験を受けてICAOの 国際基準に沿った英語

運用能力(業 務用の航空英語及び一般英語)を 証

明 しなければならな くなった。

英語以外の航空従事者技能証明に関わる各種試

験 と違 って、 この英語能力試験 には有効期間が定
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め られ てい る(航 空法 施行規 則第63条 の5)。 業

務 レベルない しはそれ以上 とされ る判定 レベル4

と5の 有効期 間は3年 、 レベル6は 無期 限 とな っ

てい る。2008年3月 以 降、年6回 、JCABに よっ

て実施されているこの試験は、学科試験(Listening)

と実地試験(Speaking)に 分 かれている。2005年

よ り上智大学 国際言語情報研 究所、航空輸送技術

研究 セ ンター、JCAB、 航空人学校、 日本航空、

全 日本空輸 な どの関係者 が ワーキ ング ・グルー プ

を作 り、 テス ト開発 や プ リ ・テス トな どが重 ね ら

れた。業務英語(ESP又 はEGSP)の 部分 と一・般

英語(EGP)の 部分 の出題比率や試験形 式、 判定

方法、試験 官(rater)の 訓練 な どをめ ぐって試行

錯誤 が重 ね られた。

紆余 曲折 を経て、ACTFLが 開発 したOPIや ア

ル クが開発 したSSTを 基 盤 と して、EGPを 内包

したESP的 航空英 語 ス ピーキ ング試 験(実 地試

験部 門)が 完成 した。

本試験 では第1次 の学 科試験(リ スニ ング)に

おいて7割 以上 の正解 がな ければ、 第2次 の実地

試験(ス ピーキ ング)に 進 めない仕 組みにな って

い る。 リスニ ングテス トでは管制官 と操縦士 が航

空英語 を使 う無線交信 の音声 が放送 され、 その内

容 を聞 き取 って、設 問 に対す る正解 を選 択肢 の中

か ら選び とる形式 であ る。大 問14、 各大 問 につ き

小 問3の 合計42問 とな ってい る。 ちなみ に、ESP

的業務英語 とEGP的 一般英語 の割合 は基本 的 に

7:3に な ってい る。

実地試験 のス ピーキ ングテス トの構成 は以下 の

よ うにな ってい る。

1.Warm-up一 般的挨拶 〈採点対象外>

2.SinglePicture航 空関係 の1枚 の絵 を渡

され、その状況をPlainEnglishで 説明す る。

(5分)

3.ATCDescription模 擬無線通信のロール ・

プ レイ。ESP(業 務 英語)を 使 用す る。(5

分)

4.PictureSequence4コ マの絵 を用 いて、

1～4の 順 に絵 の状況 をESP(業 務英語)と

EGP(一 般英語)を 混ぜ なが ら説明す る。説

明後、面接官 よりFollow-upQuestionsが 投

げか けられ る。(5分)

5.Wind-up最 後に易 しい英語PlainEnglish

で締 め くくる。 〈採 点対象外〉

以上、全体 の所 用時間は15～20分 ぐらいであ る。

ICAOの 基準 ではPlainEnglishの 能力 も証 明

す るように求めてい るが、吉 田他(2006)の 研究㈱

によれば、管制 官や操縦士 は緊急事 態の中で もさ

ほどPlainEnglishは 必要で はな く、ESPの みで

間に合 うことが判明 した。結局、管 制官や操縦士

にとって最 も慣 れてい る航空英語 や業務英語 を使

い、 緊急事 態を乗 り切 ることが実際の現場 では求

め られてい ることが分 か った。 その ような背景 か

ら、吉 田他 は一般英会話力 を独 立的 にチ ェ ックす

るのではな く、 よ り現場 の仕事 に直 結 した状況 の

中で受験者が どれ だけPlainEnglishを 混在 させ

なが ら使 え るのか とい う角度 か らテス ト開発を し

た とい う。

次章 では、一般 の大 学教育 を中心 にス ピーキ ン

グ技能 を伸 ばすため に実践 されて きた報告 を考察

しなが ら、管制官候補者 にと って もPlainEnglish

の観 点か ら参考 にすべ き点を探 りたい。 ほとん ど

が、教授法 や授 業の工夫 を中心 と した教 師側 が提

供 す る授業案 だが、一定 の成果 とともに、課題 も

見 えて くる。

6.ス ピーキング指導に関する授業工夫と限界

6.1授 業実践例の成果 と課題

本章では主 に人学の英語教育 において一般的ス

ピーキング能力向上を目指 して取 り組んだ報告を

紹介する。様 々な授業デザインと手段を用いて、

学生のスピーキング能力を伸ばそうとした試みで

ある。以下にい くつかの取 り組みをまとめてみた

が、それぞれに成果を出 している部分とその限界

も見え隠れする。

「英語が使えるようにな りたい」 という願いの
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ほ とん どが 「英語を流 暢に話せ るようにな りたい」

とい うものであ る。2007年 に実施 された大学英語

教育 学会実 態調査 で も、大学 で最 も学びたい こと

は 「話 す こ と」 で、68%を 占めて いた。L1(人

が最 初 に習得 した言語。 すなわち、母語)の 習得

過程 では 「聞 き取 れな ければ、話 せない」 と一般

的 には言われ てい る。 それゆえ、L2(日 常生 活

でその言語 に触 れ ることのない環境 で習得 す る母

語 とは異 な る言語。 すなわ ち、外 国語)の 学習 に

お いて も、 「聞 く力 の育成」 が不可欠 で ある と言

われてい る。確 か に、 ス ピーキ ング以外 の3つ の

技能(リ スニ ング、リーデ ィング、ライテ ィング)

もス ピーキ ングカ を養成 す る上 で関連性 があ る。

しか し、 リスニ ングが上達 して も、L1の よ うに

ス ピーキ ングカ が並行 して上手 くな るとは限 らな

い ところがL2の 習得の難 しさだ。

リーデ ィングや ライテ ィングであ る程度 の進歩

があ って も、結 局、 ス ピーキ ングカ が伸長 しない

と 「英語 が使え る」 とい う形で結実 しな い。EGP

能力 の最 も見 え る具体 的な形 がス ピーキ ング能力

であ ろう。 しか し、L2と してス ピーキ ングカ を

伸 ばす とい うことは困難 であ り、管制官候補者 の

よ うにESP研 修 に精 を出せ ば出す ほ ど、EGPの

ス ピーキ ングカ が伸 びない可能性 があ ることを否

定 で きない。それ はESPに はEGP能 力 を伸 ばす

トレーニ ングが含 まれていないか らだ。

EGPの ス ピーキ ング力伸長を困難 に しているの

は、母語 とは大 き く異 な る英語 の音 声 による 「即

時性」 と相手 か ら制約 を受 ける 「相 互依 存性」 で

あ ると言 われてい る。特 に、管制官候補者 はESP

やEGPを 織 り交 ぜた ス ピーキ ングカ(リ スニ ン

グカ は もちろんの こと)の 上達 と保持 が将来 の業

務上 重要 とな って くる。 しか し、彼 らの多 くが筆

者 の調査⑳では、EGP的 会話 を苦手 としている。

特 に以下 の分野 では 自己分析 と して、英語 による

ス ピーキ ングはほとん ど出来ない と回答 して いる。

1.航 空会社 に予約 日時変更 の電話 をか ける。

2.自 分 の業務 について詳 し く説 明す る。

3.友 人 の特 徴について説 明す る。

4.自 分 の見 た映画 のあ らす じを説 明す る。

5.自 分 が学校で専 攻 した ことを説 明す る。

管制官候補者 も含 めて、ESPを 学ぶ学生の多 く

が理系 と言 われてい るが、概 して、 彼 らは文系 学

生 と比 べてEGPが 苦手な者が多 い。ESPと 言 っ

て も、 将 来 の デ ィス コース ・コ ミュニ テ ィーが

リーデ ィングとライテ ィング(プ レゼ ンテー シ ョ

ンは必要 として も)中 心 であるな ら、EGPを あ る

程度省 略 して、ESPを 深化 させ ればよいが、EGP

のス ピーキ ング能力 も要求 され る航空従事者 はそ

うは いかな い。EGPを 経 て、ESPに 移行 す るの

が理想なのか、ESPを 先 に習得 し、長期的にEGP

訓練(特 にス ピーキ ング)を 継続す るのか、EGP

とESPを 同時進行 的 に トレーニ ングすべ きか。

L2と しての航空英語、 業務英語、 そ して一般英

語 を習得 させな ければな らない航空英語教育 の授

業 デザイ ンは どうあ るべ きか、 まだまだ検討、研

究 の余地 があ ると言 え る。

航空英語教育 の問いか けは、 以下 の問題意識 と

も重な る。 すなわち、専 門分野 を十分 に学習 した

後、英語学習 に取 り組 むべ きなのか、 それ とも、

まず は英語 力 を先 に習得 した あ とで、 専 門分 野

に取 り組 むの か、 また は、 イマー ジ ョン教 育 や

Content-basedlearningの よ うに英語 と専門分野

を同時進行 で扱 うのが最善 なのか。 まず は、EGP

で英語 の基礎学力 を習得 した上で、ESPに 移行 す

るのがあ るべ き姿であ るとい うのが大方 の意見 で

あろ う。

いずれ に して も、 すで に多 くの取 り組みがな さ

れて い る。 紙 幅 の関係上、 これ か ら概 観 す るス

ピーキ ング能力 を伸 ばす取 り組 み については詳 細

には触 れないが、実践 されて きた技法 を まとめて

みた。 スキ ッ ト・コンテス トを除いて、対 象はす

べて大 学生 であ る。一部、航空 関係 の学生 を対 象

と した リスニ ング能力 向上 を 目的 と した試 み も混

じってい る。以 下は主 にス ピーキ ング能力 向上 へ

の一般 的な取 り組みであ るが、航空英語教育 にお
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け るEGP分 野 に とって参考 にな ると思 われ る。

1シャ ドウイ ング1(Shadowing)

縄 田、横 山(2004)や 加 藤(2009)は シャ ド

ウイ ングを用 いて、特 に リスニ ング能力 の伸長

を調べた。測定法はTOEIC⑪ を用いている。シャ

ドウイ ングは聞 こえて くる音 声を聴 きなが ら、

それ よりも少 し遅 れて、 あたか も影 を追 いか け

るように発声 を繰 り返 す方法 であ る。縄 田や加

藤 の実証 に共通 してい るのは、事前 テス トの低

得 点者 の グルー プは改善 されたが、 中位、上位

グルー プには大 きな伸 びは認 め られなか った点

だ。

デ ィスカ ッシ ョン(Discussion)

金子、君塚(2007)伽 はス ピーキ ング能力育成

手段 として、デ ィスカ ッシ ョン手法を提言 した。

価値判 断型 デ ィスカ ッシ ョン(価 値 について グ

ルー プで話 し合 う)、情報判断型デ ィスカ ッシ ョ

ン(テ ーマ について情報 を集 め、集 めた情報 を

交 換 す る)、 問題 解決 型 デ ィスカ ッシ ョン(与

え られた問題 について、最 良の解 決法 を話 し合

い、 その手段 を検討 す る)の3種 類 をベース に

して、 学生 の英語力 に合 わせた手順 やルールを

導入 すればス ピーキ ング能力 の向上 に効 果的だ

と論 じた。 デ ィスカ ッシ ョンへの抵抗 感を和 ら

げ るルール作 りも大切 であ ると したが、 デ ィス

カ ッシ ョンを導入 す ること自体 が相 当の授業 ス

キルが必要 な上、 デ ィスカ ッシ ョンとス ピーキ

ング能力 向上 の相 関関係 は実証 的にはまだ証 明

されていない。

E≡≡≡壷](Readingaloud)

高山(2007)㈱ は音読教材への自己モニタープ

ログラムを利用 して、1ケ 月間の集中的な調査

を行 った。音読練習が学生の音読技能やスピー

キング能力を改善 させたかを調べた。音読が知

的記憶を運動記憶に変えると主張する研究者 も
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い るが、 ス ピーキ ング能力 への影 響については

検証 した研 究が少 なか った。 高 山の調査 にお け

る事前 、事 後 の測 定 は3人 のNativeSpeaker

の評 価者 に よって実施 された。結 果 と して、被

験者 の音読技 能は改善 された一・方 で、 ス ピーキ

ング能力 に は効 果がな く、 む しろ低下 させ る傾

向があ るとの興味深 い結 果が出た。

1スキ ッ ト・コンテス ト1(SkitContest&Reci-

tation)

中学校 にお ける実践 であ るが、 西垣、石 川正

(2005)⑳ はスキ ッ ト・コ ンテス トを活用 して、

ス ピーキ ング能力向上へ の手掛 か りを模索 した。

スキ ッ トを演 じる上 で、必要 な発音 指導 や暗唱

指導 も行 われた。 暗唱を中心 と した適切 な音 声

英語の指導をfluency(流 暢さ)よ りもaccuracy

(正 確 さ)を 軸 に行 った と ころ、 ス ピー キ ング

の基礎力 といえる発音、 リズム、イン トネー シ ョ

ンな どに効 果が確認 で きた と してい る。 測定 と

して、校 内、校外 スキ ッ ト・コンテス トに出場

し、最終 的 には全 国優勝 を果 た した ことで、 審

査員 か ら高 く評価 された。 スキ ッ ト人会 出場 と

い う人工 的 なニーズの創 出で はあ ったが、 「動

機 づ け」 に基 づいた暗唱活動 が スピーキ ング能

力 向上 への糸 口であ ることを示 してい るのか も

知 れない。

1プレゼ ンテー シ ョン1(Presentation)

石 川慎(2009)⑱ ①は プ レゼ ンテー シ ョン指導 が

ス ピーキ ング能力 向上 に寄与 す ることにな るの

か ど うか、 プ レゼ ンテー シ ョン評 価 ス コアー

や客 観 的 ス ピー キ ング テス トな どのデ ータを

比較 して検討 した。 評 価者 を使 った採 点 と、

TOEIC⑪ 、TOEIC⑪S/W、Versantな どを事前、

事後 で利 用 した。 その結 果、 プ レゼ ンテー シ ョ

ンの訓練 が音 声技能 であ るス ピーキ ング能力 や

リスニ ング能 力向上 と強 い相 関性 があ ることが

判 明 した。 ただ、被験者 が比較 的少な く、英語
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能力 において上位の均質的学習者層ばか りだっ

たので、平均的学習者全体に適用できるかどう

かは課題が残 るであろう。

1筆記 ・書写1(Note-taking&Dictation)

三宅、人和(2012)⑱Dは 筆記 ・書写 な どの手 を

使 って英語 を書 く作業 とス ピーキ ング能力 の関

連 性 を調 べ た。 「書 く」 こ とは 「話 す」 こ とと

同 じ能動 的ア ウ トプ ッ ト活動 であ るとの見地 か

らであ る。

ス ピーキ ング能力 を高め るためには、 まず、

基本例文 のイ ンプ ッ トが必 要であ るとの観 点か

ら、実用 的な基本例文 をテキス トか らノー トに

書写 させて、 暗唱 させた。 その結 果、 リスニ ン

グ→ ス ピーキ ングとい う流 れよ り、 リスニ ング

→筆記 ・書写→ スピーキ ングとい う過程 の中で、

より多 くの学生が発話す るようにな った という。

筆記 活動 がス ピーキ ングをす る上 での コ ミュニ

ケー シ ョン不安 と否定 的評価 に対 す る恐 れを軽

減 した とい う。筆記 の作業 をす るグルー プと、

しない グループ に分 けて一定量 の英文 を暗記 さ

せたが、筆記 活動 を した グルー プの方 が暗記 の

完成度 も高 く、学生 の満足度 も高 か った。

結果 と して、即興性 のあ るス ピーキ ング能力

の向上 は ともか く、英文 の暗記、短文 に よるス

ピーキ ング活動 の底上 げ には、筆記 ・書写 プラ

ス音読 が効果 的であ ると実証 した。

ペ ア ・プ ラ ク テ ィス ・KeepTalking活 動

築道(2011)⑱ ⇒は2人1組 で活動 す るペア ・プ

ラクテ ィスでの問答作業、 同 じくペアで1つ の

トピ ックに関連 して一定 時間(1～2分)英 語

での会話を維持す るKeepTalking活 動、 そ し

てParaphrasing活 動(教 師があ る言葉 を黒板

に提示 し、黒板 の方 を向いてい る学生 が手 持 ち

の語彙 や表現 を総動員 しなが ら英語 で説 明 して

い く。 それを聞いた黒 板 に背を向けてい る学生

が 日本語 で答 えを言 い当て る。

さらに、3分 程度 のス ピーチ活動な ど多彩 な

手段 を用 いて、ス ピーキ ング活動 の抵抗 感、 苦

手意識、嫌悪 感な どを和 らげ る取 り組みを実践

した。 ただ、 実際のス ピーキ ング能力 向上 につ

なが ったか どうかの客観 的デー タや測定 はな さ

れていない。 ア ンケー トにおいて、 ス ピーキ ン

グ活動 に伴 う授業 が楽 しか った とい うフィー ド

バ ックが急増 した。

まずは、楽 しい授 業 とい うことであ るが、授

業 の満足度 と 「語学力 が向上 した」 とい う項 目

の相 関関係 はあま り見 られなか った とい う。 こ

の ことは、縄 田、横 山(2004)も ア ンケー ト上

の 「役立 った」 とい う項 目と 「実 際の英語力 が

伸 びた」 とい う項 目が連動 していない と述 べて

い るが、 この ような不一致 は多 くの教育現場 で

見 られ るのではないか と思 われ る。

6.2統 計学 データが語 るもの

上述 したス ピーキ ング力上達 への個々の取 り組

み は大 い に評価 す べ き もので あ ろ う。 ただ、 ス

ピーキ ング能 力 向上 測定 の手段 と してTOEIC⑪

や、客観性 の乏 しい研 修前、研 修後の 「ア ンケー

ト」 で は不十 分で あ ろ う。TOEIC⑪S/Wな どに

代 表 され るス ピーキ ングテス ト導入 が望 ま しい。

利用 しやすいVersantテ ス トな ども積極 的に活用

したい。

前節 で紹介 した石川慎(2009)の プ レゼ ンテー

シ ョンの訓練 を用いてス ピーキ ングカ との関連性

を調査 した研 究 には注 目 したい。今 後の方 向 に示

唆を与 えてい るように思 われ る。特 に、測定方法

と して、教員評価、ピアー評価(peerevaluation)

による10項 目チ ェ ック、TOEIC⑪ 、TOEIC⑪S/W、

Versant⑪ テス トな ど も盛 り沢 山に活 用 した点 で

あ る。分析結 果は英語 プ レゼ ンテー シ ョン能力 と

最 も相 関の高い能力 は語彙力 や個 々の音素 を含 む

しっか りと した発音力 であ ることも引き出 してい

る。 プ レゼ ンテー シ ョンを伴 うス ピーキ ングカ の

向上 に は流 暢性 や文 章構 成力、 全 体 的 なイ ン ト
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ネー シ ョン等 はあま り大 きな要素 ではない ことも

導 き出 した。 この ように、一 口にス ピーキ ング能

力 とい って もジャンルや分野 によ って トレーニ ン

グすべ き手段 が一様 ではない ことがわか る。

ただ、 この ような積極 的な取 り組 み にもかかわ

らず、縄 田、横 山(2004)や 加藤(2009)の 実証

デー タが示 してい るよ うに、下位成績者 の技 能が

改善 され る効果 があ った ものの、上位成績者 の技

能 にはあま り変化 がな く、 む しろス コアー的に下

が る傾 向 も見 られた。 ここに、一斉授業 や、教授

方法 の改善 だ けでは越 え られない限界があ るよう

に も見え る。

その限界が何 なのか、 さらに掘 り下 げてい く価

値 があ るように思 え る。 また、統計 学的見地 か ら

ス ピーキ ング能力測定 ス コアーが数 ポイ ン ト、又

は数10ポ イ ン ト上昇 した ことが、実 際的なス ピー

キ ング能力 の上昇 に リアル につなが ってい るのか

も検 証 しな け れ ばな らな い。 数 か月 のtermや

semester授 業で測定値が数ポイ ン ト上昇 したと し

て も、実 際は ほとん ど現状維 持 とい うのが現実 か

もしれない。実 際、取得 ス コアーの上下変動 が一

定範 囲内の場合、英語力 の変化 は特 にない とす る

英語 能力試験 も多い。

次 に、 オ ンライ ン教材 を使用 す る自学 学習 の限

界 について も述 べたい。近年、IT技 術 の発達 で、

パ ソ コ ンのみ な らず液 晶パ ネル を はめ込 ん だス

マー トフォー ンや、 タ ッチパネル端末 の普及 に合

わせ るかのよ うに英語学習用 のア プ リや ソフ トウ

エアが急増 してい る。航空保安大学校 において も

CALLシ ステムの 中に 「AmiVoice」 とい う管制

業務英語 の発話練習 をす るソフ トがあ り、学生 は

画面上 出て くるモデル文 を繰 り返 し音読 した り、

音声分析装 置で発音診 断 も受 けることがで きる。

この ように優 れた教材 であ るが、 その価値 は学生

が どれだ け自主 的 に学習 時間を稼 いでい るのか に

よ って決 ま る。 ただ、航空従事者 の候補者 の中 に

は 「画面 ばか りでは、 目が非 常に疲 れ る」 と指摘

した者 が多い と縄 田(2004)ら は報告 してい る。

航空従事者の 「目や視力」を守 るといった観点

からすれば、オンライン教材 も選択肢の1つ では

あるが、決め手ではない。

ここまで、スピーキング能力を伸ばすための様 々

な授業工夫や取 り組みを見てきた。授業の工夫、

教授法の研究、教材の開発、そのどれもが人切な

ものであるのは間違いないが、 どうしても何か突

破できない限界があるように思える。そこで、本

稿の結論部分 ともなるが、次章では教授面以外の

角度からスピーキング能力向上への手掛かりを探 っ

てみたい。授業工夫一辺倒ではない側面から考察

を深めることで、今まで掘 り出せなかった部分に

も触れる必要を感 じたからだ。

7.ス ピーキ ング能力 の特殊性

7.1ス ピーキ ング技能 と他の3技 能を分 ける

もの

リスニ ング技 能は ともか く、 リーデ ィングや ラ

イテ ィング等の技能 は音 のない分野 であ る。 それ

ぞれ受信型、発 信型 の違 いはあ って も、 日本語 と

い う母語か ら遠 くかけ離れた音声 とは関係がない。

これ に対 して、 ス ピーキ ングは母語 とは異 な る音

声 の産 出(production)㈹ で ある。対話 となれば、

聞いた言語 を理解 す る知覚能力(perception)を

発揮 し、 その反応 として発話 す る能 力の ことであ

る。 この 「音 声」 と 「産 出」 とい う2点 を もって

して も、 ス ピーキ ング能力 が他 の3技 能 と比べて

異質 の分野 であ り、習得 そ して能力 維持 への難 易

度 が非 常 に高い といえ る。

イ ンプ ッ ト仮説 で、十分 なイ ンプ ッ ト(リ スニ

ングや リーデ ィング等 に よって)が あれば、 自然

にL2と 言 え どもアウ トプ ッ ト(ス ピーキ ングカ)

もつ いて くる と主張 したKrashen(1982)剛 に対

して、Swain(1985)絢 はイ ンプ ッ トとは別 に、ア

ウ トプ ッ トに はア ウ トプ ッ トのための訓練 が必 要

だ と反論 したが、筆者 も同様 の考えを抱 いて いる。

西垣、石川正(2005)㈹ な ども、日本 のよ うなEFL

(EnglishasaForeignLanguage)環 境 ではイ ン

48



大加茂:航 空英語教育 ・EGPを 内包 したESP

プ ッ ト能力 の上達 が、即 ア ウ トプ ッ ト能力 向上 に

転移 す ることは期待 で きない と してい る。 日本 が

置かれてい る環境 は香港、 シンガポール、 マ レー

シアなどのESL(EnglishasaSecondLanguage)

環境 ではない ことを考 えれば、 ス ピーキ ング能力

向上 は 「聞き取 れなければ話 せない」 の延長 で 自

然 に育成 され る もので はな く、 「聞き取れ て も話

せない」 とい う視 点か ら検討 されなければな らな

い。

以下 は管制官候補者 た ちの一部(40名)がEGP

分野 での コ ミュニケー シ ョン部 門でほ とん ど出来

ない又 は全 く出来 ない と回答 した項 目であ る⑳。

1.医 者 に 自分 の病気 の症状 を説 明す る。

2.自 分が欲 しい電気製品を電気屋で説明す る。

3.新 入社員 に会社 の方針 を説 明す る。

4.入 手 したい情報 を旅行会社 に電話 で聞 く。

5.電 話 で メ ッセー ジを残 した り、受 けた りす

る。

そ して最後 に、 「あ なたの ス ピーキ ング能力 を妨

げて きた要因は何 か?」 の質 問に対 して、3つ の

選 択肢(1.日 本 の英語教 育、2.自 分 自身の努力

のな さ、3.EFLと い う 日本 の社会 的環境)を 与

え ると、 過半数以上 の学生 が3.の 日本 の社会 的環

境 を選 んだ。 この ことは本稿 の結論部分 で展 開す

る論考 に大 きな示 唆を与 えた。

＼の模索 スピーキング能力向上への手掛かりを求めて

ESPを 学ぶ一般学生 や管制官候補者 に もいえ る

ことだが、EGP分 野 のス ピーキ ング能力 向上への

手掛 か りについては、英語教育 以外 の外部 要因 も

検討 すべ きだ と感 じる。 そのため にはまず、 各種

試験における日本の位置を確認 してみたい。IELTS

英語 テス ト(2011)の ス ピーキ ングカに関す る国

別 ラ ンキ ング㈱では、41ケ 国中、日本は31位 グルー

プであ る。

さ らに近年(2001-2008)の 各国 に おけ る学生

の海外留学者数 推移 グラフを見 てみ よう。 中国や

イ ン ドの伸 びが顕著 であ る。2008年 、中国人留 学

生 が50万 人 強、 イ ン ド人留 学生 が20万 人 弱、韓 国

人留学生 は10万 人強 に対 して、 日本 人留学生 は約

6.5万人 に過 ぎない。さ らに、2010年ToEFL⑪iBT

のSpeaking部 門 スコア ・ラ ンキ ング㈲はア ジア

33ケ 国中、 日本 は最下位 であ った。 いつ までた っ

て も停滞 してい る 日本 の実情 が垣 間見 え る。 ス

ピーキ ングカを含めた英語運用 能力 を阻害 してい

るのは英語教育 だけでな く、学 習者 要因や 日本 人

特有 の社会 的要 因 もあ るようだ。

【図表3各 国の海外留学者数推移】

7.2英 語教育以外の外部要因

前章では主 に大学教育におけるスピーキング能

力向上への取 り組みを概観 してきた。学習者本人

も含めて周囲の人 々も 「英語が出来る」、すなわ

ち、それは 「英語が話せる」 ことであるという期

待がある。他の3技 能 よりもスピーキング能力を

「英語学習成果」の証明として最 も期待 している

ということも論 じてきた。前節で述べたように、

音声の 「産出」を伴 うスピーキングの能力をはっ

き りとわかるかたちで伸ばすためには、教授法や

教材の工夫という英語教育的側面だけでは限界が

あるように思われる。

出所 【OECDataGlance2010】

八 島(2003)㈲ は外国語 コ ミュニケー シ ョン能力

を左右 す るの は学習者 の情意 的側面 であ るとい う

点 に着 目 して、 「言語使用 不安」 とい う問題 を取

り扱 っている。 リーデ ィングやライテ ィ ングと違 っ

て、特 にス ピーキ ングは 「口頭 によって対人 関係

の成立 と維持に関わる活動 である」と述べて いる。

学習者 要因は社 会的側 面、情意 的側 面、認知 的側
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面 など様 々な分野で存在 してい るといわれて いる。

八 島は学習者要 因、特 に情意 的な問題(性 格、不

安、心理 的要 因)が 従来 の外 国語教育学 の中心 的

な研 究対 象ではなか った と指摘 してい る。教材面

において も教育 学や言語 学的視 点のみで作成 す る

のではな く、情意 的側面 を考慮 してい くべ きだ と

い う主 張だ。

さらに、八 島の言葉 を借 りれば、 ス ピーキ ング

以外 はた とえ教 室の中であ って も、個 とい う殻 の

中で一種 の安定 を保 て る。 しか し、 ス ピーキ ング

活動 は今 までの認知 活動 か ら、一定 の 自己開示 を

求め られ るス タイルに変 化す るので、学習者 が不

安 を高め る可能性 が高い とい う。 この ような情意

的側 面だ けで も、 ス ピーキ ング能力 の向上 が困難

な分野 だ とい うことが認識 で きる。

外 国語 学習不安 とい うテーマの考察 や研究 は北

米 では さかんで あるが、この 「第二言語学習不安」

を抱 えてい る学習者 は外 国語習得 が進 まない。 そ

して、 その不安 が最 も高 くな るのがス ピーキ ング

活動 であ るといわれてい る。八 島が紹介 してい る

ように、Horwitz他(1986)ω の研究などで、スピー

キ ング活動 が引き金 とな り、 教室で 「不安」 とい

う要素 を生 み出 しやすい ことが判 明 してい る。一

般 的に外 国語 のス ピーキ ングは学習者 の外向的性

格 や内向的性格 と関連性 があ ると見 られてい る。

しか し、Busch(1982即 や八 島(1997)⑬ の研究

に よると、 日本 の ように英語話者 との 日常的接触

が少 な く、教育現場 で も自由意志 によ る英語 の発

話 が奨励 されていない環境 では、外 向的な性格要

因 もあ まり関連性 が認 め られない とい うことがわ

か ってい る。

教 室でス ピーキ ング活動 が多 くな ると、学 習不

安 が学習者 の性格要 因 とは関係 な く高ま るとい う

シ ョッキ ングな結 果が導 き出されている。その他、

外 国語 を使 う際の対人 コ ミュニケー シ ョン不安 の

研究(Klopf,1984)㈹ によれば、国際比較 と して、

日本人 は他 の国民 よ り対人不安 が高 い とみ られて

い る。 このよ うな民族 的要因、英語 と日本語 が言

語的に遠い 「言語間距離」 という言語学的要因、

音声上の 「産出」に関する音声学上の要因、そ し

て、磯田(2007)(2008)㈲ が示 している英語で話

すことへの抵抗感をめ ぐる個人差要因など様 々な

多面的要因がスピーキング能力向上を妨げている

わけである。従来の 「学校における英語教育」を

改革するだけでは解決できない大 きな問題が横た

わっているのはあきらかである。以上のような背

景を受 けて、管制官候補者にとっても、スピーキ

ング能力向上 に寄与する可能性が高いと思われる

「学習者オー トノ ミー」の問題を最終章では取 り

上げ、結論 としたい。

8.学 習者オー トノミーの確立

8.1変 わる教師の役割

航空英語学習 においても主体が学習者 自身であ

ることを考えれば、英語学習の成果が上がらない

原 因(特 に、何年英語 を勉強 して も話せないと

いった自覚 と他者評価)を 英語教育だけでな く、

学習者要因やその他の外部要因にも求めて、今後

に役立てるべきであろう。教授的側面の視座から

見た改革だけでな く、主体たる学習者がいかに自

律的学習者に成長 していけるのかについても真剣

な取 り組みが必要だ。成功する教授法や成果の出

る教材研究 も大切であるが、成功する自律的学習

者の養成がもっと注目されていい。 自律的学習者

はいかなる環境的要因があろうとも、自発的に自

らの学習ス トラテジーを作成 し、学習を進めるこ

とが出来 るからだ。

幸い、近年の英語教育界では 「教える」 という

教育的視点か ら、 学習者 の自律性 とい う学ぶ側

の成長 を促す側面の強化 に関心が集 まりつつあ

る。教師の役割は今までのように、一・方的に教材

を押 し付け、 「教え る」 とい う形か ら、促進者

(facilitatorフ ァシリテーター)㈲として、学習者

の自律性を 「育てる」形に変わってい くべきだろ

う。ただ、教師がファシリテーターとしての役割

も担うことになると、教授対象の学習者の分析作
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業 が必要 だ。学習者 の卒業後 のニーズ分析 や外 国

語学習全般、特 にス ピーキ ング能力等 を妨げてい

る学習者 要因分析、外部 要因、 さらに学習者 の 自

律性 を促進 す る学習 ス トラテ ジーな ど教 師 にかか

る負担は大 きい。

さらに踏 み込 む と、教 師 自身のス ピーキ ング能

力 向上 への普段 の努力 も、学 習者 の 自律性育成 を

刺激 す るのではないだ ろうか。教 師 自身 が、 教授

的側 面の改善 だけ に拘 泥す るのではな く、 果敢 に

TOEIC⑪S/Wな どの様 々な客観 的 ス ピーキ ング

テス トに挑戦 してい くべ きだ ろう。教 師は常 に学

習者 の 自律性 を育成 す るために何 をすべ きかを追

求 してい きたい。 このオー トノ ミー と呼ばれ る自

律性を もった航空英語学習者 の養成 こそが、スピー

キ ング能力 を向上 させ る上 で も、人 きな鍵 とな る

のではないだ ろうか。 ただ、 この ことは今後 さら

に検証 され なけ れば な らない。 学 習者 のタ イ プ

(個 人要 因)に よ って、 このオ ー トノ ミーを確立

しな くて も外 国語学習 を成功 させ る場合 もあ るだ

ろ う。 オー トノ ミーの確立 と英語学習 の成功 に相

関関係 が どの程度 あ るのか について検証 す ること

は今 後の課題 と して残 るだ ろう。

Willing(1988即 は以下 の ような学習者 モデル

についての分類 を定義 した。

Willingは オー ス トラ リア移 民の英語学習者 を

上記 の ような4グ ルー プに分 けて、 それぞれの特

徴 を定義 した。 それぞれの グルー プの濃 淡を考慮

に入 れていないな どの問題 点はあ るが、外 国語学

習者 の4類 型 と してはわか りやすい。 日本 で も概

ねこのような4類 型になると思われる。このWilling

の分類定義 は学習者 オー トノ ミー確立 だ けが英語

学習 の成功要 因ではない と示 してい るようにも映

る。 要 す るに、 全員 がConverger㈹(集 中 ・独立

型学習者)に な らなければ成功 しない とい うわ け

ではない とい うことだ。 この ような指摘 も考慮 に

入 れなが ら、 それで もなお 自律 的学習者 の養 成が

ス ピーキ ング技能 向上 に大 きな手掛 か りを与 え る

ことを今 後の研究 で さらに実証 す る必要 があ ると

思 う。

【図表4Willing(1988)の 学 習 者 モデ ル の 分 類】

analytic

8.2自 律 的学習者 へのサポー ト

自律 性 を育 みつ つ あ る学 習者 をサ ポー トす る

環 境 も必要 であ る。4章 で も述 べ たが、学 内に

SpeakingCheckに 関す るア クセス ・コーナーを

常設 す ることであ る。 そ こでは、 学習者 が 自由に

出入 りし、 イ ンターネ ッ トを通 してE-CAP@9や

Versantテ ス トにアクセ ス出来、Audacity6① な ど

の無料発音矯正 ソフ トも利用 で きる。

この ような学習環境 は、教 師の役 割 とともに、

きわめて重 要であ る。管制 官候 補者 の英語教育環

境 において も、 ぜひ設 置すべ きであ ろう。

9.お わ り に

本稿では管制官候補を対象とした航空英語教育

の特徴と課題を一般の英語教育に絡めて考察 した。

特に、航空英語のESPに 関わる位置づけや、スピー

キング技能向上 についての先行研究を概観 しなが

ら、授業改善のみの限界にも触れた。従来の教授

側面のみに偏 った授業工夫だけでは航空英語教育

を含めた英語教育全般のスピーキング能力向上に

寄与できないのではないか、 自律的学習者の養成
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こそ教師の新 しい役割ではないかと提案 した。筆

者 も感 じているように、学習者のオー トノミーを

追求 しても、外国語学習の成功には様 々な要素が

内包 してお り、そのような個別要素のみを強調 し

ても十分ではないだろう。

しか し、統計的数値で何 ポイン ト伸長 したとし

ても、 自覚的、かつ他者評価的に飛躍的な伸びが

なかなか見 られない現状がある。教授側面の改善

だけではな く、本格的に英語教育以外の動機づけ

を含めた個人要因やその他の外部要因を総合的に

研究すべきだと考える。そうすることで、 日本固

有の学習環境 に置かれている学習者の社会的要因

も明らかになり、学習者の自律性を育てる具体的

対応策 も見えて くると思 う。 自律性を育てた日本

の英語学習者(管 制官候補者 も含めて)が 取 り組

むべき具体的なスピーキング能力 トレーニングに

ついては、今後の研究で考察 したいと願っている。

(注)

(1)管 制官候補者のスピーキング能力 に関 して、客観性の

あるテス トを実施 したわけではないが、面接やダイ レ

ク ト・メソッ ドで筆者が定期的にチェックしても大 き

な伸長 は見 られない。

リーデ ィング技能に関 しても、 例年、TOEICス コ

アの伸びが リスニングほどは認められない傾向にある。

(2)筆 者 が2012年6月 に実施 したア ンケー トの結果、 ス
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